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１．議事日程（第６日目） 

  （平成１８年度安芸高田市決算審査特別委員会） 

                             平成１９年１０月３日 

                             午前１０時００分 開議 

                             於  第１委員会室 

 １、開 議 

 ２、議 題 

 （１）認定第 １号 平成１８年度安芸高田市一般会計決算の認定について 

 

 ３、散 会 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１９名） 

   委員    山 本 三 郎      委員    明 木 一 悦 

   委員    秋 田 雅 朝      委員    加 藤 英 伸 

   委員    川 角 一 郎      委員    塚 本   近 

   委員    赤 川 三 郎      委員    松 村 ユキミ 

   委員    熊 高 昌 三      委員    藤 井 昌 之 

   委員    青 原 敏 治      委員    金 行 哲 昭 

   委員    杉 原   洋      委員    入 本 和 男 

   委員    今 村 義 照      委員    玉 川 祐 光 

   委員    岡 田 正 信      委員    亀 岡   等 

   委員    渡 辺 義 則      議長    松 浦 利 貞 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（なし） 

 

 

４．安芸高田市議会委員会条例第２１条の規定により出席した者の職氏名（２４名） 

  市 長  児 玉 更太郎  副 市 長  増 元 正 信 

  副 市 長  藤 川 幸 典  総 務 企 画 部 長  新 川 文 雄 

  会 計 管 理 者  立 田 昭 男  産業建設推進部長（地域経済推進）  清 水   盤 

  農 政 課 長  大 野 逸 夫  農政課担当課長（農産物流通担当）  藤 本 宏 良 

  農政課担当課長（農林水産担当）  三 上 信 行  商 工 観 光 課 長  久 保 慶 子 

  農政課主幹（農林水産グループＧＬ）  小早川   洋  農 政 課 主 査  佐々木 好 昭 

  農政課主査（企画調整グループ経営管理担当主査）   猪 掛 公 詩  農政課主査（営農支援グループＧＬ）  中 野 浩 明 

  農 政 課 主 査  佐々木   靖  農政課主査（国土調査グループＧＬ）  吉 原 典 之 

  商工観光課主査（商工観光グループＧＬ）   兼 村   恵  農業委員会事務局長  藤 井 静 雄 

  農業委員会事務局主査（農地グループＧＬ）  高 安 絹 枝  向 原 支 所 長  田 口 茂 利 

  八 千 代 支 所 長  槇 原 秀 克  美 土 里 支 所 長  清 水   勝 

  高 宮 支 所 長  近 藤 一 郎  甲田支所長兼地域振興課長  垣野内   壮 
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５．職務のため出席した事務局の職氏名（４名） 

  議 会 事 務 局 長  増 本 義 宣  議会事務局次長  光 下 正 則 

  議会事務局主査  児 玉 竹 丸  主 任  倉 田 英 治 
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   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時００分 開議 

○山本委員長  皆さん、改めておはようございます。 

 ただいまの出席委員は19名でございます。定足数に達しておりますの

で、これより本日の決算審査特別委員会を開議いたします。 

 本日の審査日程は、お手元に配付のとおり、認定第１号、平成18年度

安芸高田市一般会計決算の認定についてのうち、地域経済推進部及び農

業委員会の部分について審査いたします。 

 審査に先立ちまして、市長から発言の申し出がありましたので、これ

を許可します。 

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  おはようございます。 

 決算審査委員会に先立って、この場をおかりいたしまして、私の方か

ら、第２庁舎並びにクリスタルアージョの竣工記念式について、ご案内

をさせていただきたいと思います。 

 おかげをもちまして、残されておりました第１庁舎の改修工事や外構、

周辺の市道の拡張工事、駐車場の整備等も順調に進んでおりまして、竣

工式までにはでき上がるというように計画を立てております。 

 今までもお話をしておりますように、予定どおり竣工の記念式典を11

月３日、午前９時半から開催をさせていただきたいと思います。式の概

要については、特別委員会へも報告させていただいておりますが、式典

自体はできるだけ質素に、外部のお客さんも本当に関係のある人だけと

いうことで、市内の市民の皆さんが今までいろいろ合併にかかわりを持

っていただきました皆さん、また合併前の市会議員の皆さん等、いろい

ろご努力をいただいた皆さんを中心に、市民の皆さんと喜びを分かち合

いたいということで、できるだけ質素にやっていきたいと考えておりま

す。ご案内を差し上げますが、議員の皆さんにもぜひともご出席を賜り

ますようにお願いを申し上げます。 

 具体的には、正式な案内状は、今週末もしくは来週の初めにそれぞれ

関係者へお配りをしていきたいと思います。外部の方も、知事さんと県

会議長さん、県の方でいろいろお世話になった、これだけはご案内を今

差し上げておるところでございます。国会議員さんも、選挙区の関係だ

け、お二人だけをご案内するということで、できるだけ質素にやってい

きたいと。そうはいいながら、関係のそれぞれ市民の皆さんがおられま

すので、総勢では360人ぐらいにご案内を差し上げることになるのでは

なかろうかと思います。 

 いろいろ特別委員会等を開いていただきまして、議員の皆さんには本

当に長い間ご協議をいただき、ご努力をいただいたわけでございますが、

ようやく竣工式の運びができましたので、ご報告をさせていただきたい

と思います。 

○山本委員長  以上で市長の報告を終了します。 
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 本日の審査の所管は、産業建設部となりますが、審査については地域

経済推進部で説明及び答弁を受けていただきますので、ここで産業建設

部長からのあいさつを受け、退席をいただきます。 

 金岡産業建設部長。 

○金岡産業建設部長  10月１日の機構改革に伴いまして、産業建設部長を拝命いたしました

金岡でございます。地域経済推進部長の清水部長と今後連携を一層深め

ながら、事業推進を図ってまいりたいと思いますので、どうぞご指導の

ほどをよろしくお願いいたします。失礼します。 

○山本委員長  ここで暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時０５分 休憩 

      午前１１時１５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 

 それではまず、地域経済推進部の所管する部分の決算について、概要

説明を求めます。 

 清水地域経済推進部長。 

○清水地域経済推進部長  おはようございます。 

 先ほど金岡部長の方からごあいさつがございましたように、10月１日

の機構改革に伴いまして、旧産業振興部が建設部と一緒になりまして、

産業建設部ということになりました。その中に、旧産業振興部が地域経

済推進部という形で設置をされました。その推進部長を拝命しました清

水でございます。引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 この地域経済推進部の中には、２課がございまして、農政課と商工観

光課でございます。これまでの農林水産課と地域営農課が農政課という

ことで、農業のハード部門、ソフト部門の全般をこの農政課の方で担当

をしてまいります。 

○山本委員長  部長、着席して説明してください。 

○清水地域経済推進部長  それでは失礼します。２課で事業の推進に取り組んでまいります。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、平成18年度の旧産業振興部でございます地域営農課、農林

水産課、商工観光課並びに農業委員会が所管をし、実施をいたしました

平成18年度の事務事業につきましてご説明を申し上げます。 

 最初に、全体の概要につきましてご説明申し上げます。 

 総額で申し上げますと、平成17年度に対しまして、決算額で申し上げ

ますと13.9％の増ということで、19億6,083万8,000円でございます。増

加の主な要因は、平成17年度から繰り越しをして18年度で実施をいたし

ました経営構造対策事業でございます農畜産物処理加工施設の整備事業

費の約5億3,000万円が主な要因でございます。 

 地域営農課におきましては、ご承知のように、今年度から国における

農政の大きな転換であります経営所得安定対策がスタートをいたしまし
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た。そういった動きの中で、この19年度からの国の政策に対応するため、

これまでの担い手の育成とあわせまして、小規模農家の効率経営への誘

導を行うための集落営農の推進に、関係機関でございますＪＡさんと連

携をしながら、重点事業として取り組みを始めてまいりました。 

 先ほども申し上げましたように、経営構造対策事業を平成17年度から

着手し、平成18年度事業完了をいたしまして、10月から操業の開始を見

ておるところです。現在、事業目標の平成22年度を目標としまして、事

業の推進に引き続き取り組んでおるところでございます。 

 農林水産課におきましては、農林業の基盤でございます圃場整備、農

道、林道、ため池などの農林業施設の整備を、県営事業あるいは団体営

事業によりまして整備を実施いたしました。また、ご承知のように、平

成18年９月には、台風13号というこれまでにない局地的な豪雨によりま

して、大きな被災を受けました。この災害復旧事業として、農林関係全

体で117件の国の採択を受けまして、平成19年度末事業完了を目指して、

現在取り組んでおるところでございます。なお、事業の進捗状況でござ

いますが、約８割の完了を見ておるところでございます。 

 次に、商工観光課におきましては、６町商工会の合併、前年度でござ

いまして、それぞれ基本補助と事業補助をこれまでどおり実施をしてお

ります。その中で、商工会等共同事業で取り組みを始めました産業活動

支援センターが実質稼働を始めた一年でございました。市内企業や事業

者などを中心として、人材育成を柱とした事業を取り組んだところでご

ざいます。また、観光面におきましては、観光事業者の集いを立ち上げ

まして、市内観光組織づくりに向けて協議を開始をいたしまして、今年

度中には一定の方向性を出すということで、現在協議を進めていただい

ておるところでございます。 

 農業委員会におきましては、農地法の許可等、農地の利用権設定の推

進事業に取り組んでいただいておるところでございます。 

 それでは、個々の主要事業につきまして、担当課長並びに局長の方か

ら、歳入につきましては決算書、歳出につきましては主要施策に関する

説明書によりまして、それぞれご説明を申し上げますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○山本委員長  続いて、関係課長からの順次要点の説明を求めます。 

 大野農政課長。 

○大野農政課長  農政課長でございます。まず、歳入につきましてご説明を申し上げま

す。 

 旧地域営農課が進めてまいりました事務事業の決算につきましてご説

明を申し上げます。歳入歳出決算書39ページ、40ページをお願いをいた

します。 

 15款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業費県補助金、40ページ

に備考欄に明細を載せております。まず、制度資金利子補給費補助金

363万8,890円、認定農業者等への利子補給の関係でございます。中山間
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地域直接支払事業費補助金2億2,892万5,935円、畜産振興事業費補助金

2,003万3,000円。これは向原農園の育雛鶏舎の繰り越し分でございます。

１つ飛びまして、担い手育成支援事業費補助金17万3,000円、担い手育

成支援協議会等への補助金でございます。３つ飛びまして、数量調整円

滑化推進事業費補助金391万4,000円、米の生産調整の関係でございます。

次のページ、41ページ、42ページをお願いをいたします。42ページの一

番上に、被害農作物等緊急事業費補助金75万2,000円。これは水耕ネギ

の関係で、18年の被害を受けたときの補助金75万2,000円でございます。

以上が農林水産業費の県補助金でございます。 

 次に、58ページをお願いをいたします。諸収入の中の雑入でございま

す。上から９番目に、地域営農課関係雑入494万6,359円。これは市民農

園の利用料や農業技術指導員等、ＪＡの負担分がここの中に計上をいた

しております。決算をいたしました。 

 それから、60ページを続いてお願いをいたします。21款市債、１項市

債の４目農林水産業債。備考欄に説明をつけておりますが、上から４番

目に、畜産環境整備事業400万。これはマニュアスプレッダーの購入に

対しての市債でございます。 

 以上が歳入の主たるものでございます。 

 歳出のご説明を申し上げます。主要施策の成果に関する説明書の124

ページをお願いをいたします。 

 まず、１番としまして、中山間地域等直接支払事業、総括と成果及び

今後の課題につきまして簡潔にご説明を申し上げ、実施内容につきまし

てはポイントのみをご説明を申し上げます。 

 中山間地域の直接支払事業は、２期対策の２年目を18年迎えました。

協定を締結しました集落、また個別協定に対して直接支払交付金を交付

したものでございます。決算額3億739万7,385円でございます。２期対

策は、１期対策と同じように、草刈りをして荒廃を防ぐという最低限の

農業生産活動を行う場合は、８割単価で1万6,800円の交付となっており

ます。また、より積極的な地域づくりを考えていただく地域に対しては、

体制整備単価と申しまして、10割単価の１期対策と同じ2万1,000円の交

付をしております。この２つに分けられます。昨年は、新規の協定取り

組み地区数が６地区増加をし、また10割単価の2万1,000円を受ける体制

整備単価の取り組みが３地区増加をいたしました。協定面積は2,254ヘ

クタールとなっておりまして、市内の協定対象可能面積の81.4％を占め

ております。体制整備単価の協定数は72協定で、全体の35.8％となって

おります。これから、これをさらに８割単価が残り65％あるということ

から、体制整備単価へ向けて移行を進めていき、集落営農の確立に向け

た支援をしていきたいと考えております。 

 ２番目に、水田農業構造改革対策事業でございます。これは米の生産

調整の関係です。平成22年から農業者と農業者団体とで主体的に需要調

整の取り組みを進めていくことに対する支援を行いました。また、事務
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の方は、水田農業推進協議会が中心となって、産地づくり交付金や集荷

円滑化対策への加入の促進を図ったところでございます。18年は、水田

農業推進協議会の会長は児玉市長でしたけれども、19年は新たにＪＡの

組合長さんが会長になられて、将来を見据えて、需要と供給のバランス

を調整をする農業者とＪＡとが主体的な取り組みをしていただくための

支援をしたところでございます。決算額は、125ページにありますよう

に177万377円決算をいたしました。 

 成果及び今後の課題ですけれども、18年は作付目標面積2,360ヘクタ

ールに対し実績2,356ヘクタールで、目標の達成をいたしました。また、

売れる米づくりを推進をしてまいりました。アグリフーズへの米の供給

も始まりまして、全体的には日本の人口が減って、米の生産を抑える中

で、安芸高田市に対しては、国全体では26万トンの減で、広島県全体で

は550トンの減でしたが、2,960キロの増の配分を受けました。なお、今

年度の生産数量の配分につきましては、17年に比べて820トンの増加の

配分を受けております。袋数にしますと、2万7,000袋の多い配分も受け

ました。アグリフーズへの供給が始まったことが、この成果のあらわれ

であると考えております。 

 米の生産調整につきましては、引き続きモチ米、こだわり米、種子、

酒米など、売れる米づくりを推進をし、販売先、確保米の拡大を図って

まいりたいと考えております。生産調整につきましては、農業者とＪＡ

とが主体的な取り組みを行うよう、思い切ってＪＡの方に、また円滑な

移行を図っていきたいと考えております。 

 ３番目に、営農支援事業でございます。これは集落ごとに農業推進班

長を設置をして、農業関係の書類の配布や米の生産調整等、あるいは現

地確認等をしていただきました。認定農業者等の担い手農家や集落営農

組織への農業機械あるいは乾燥庫等の施設建設費の助成を行いました。

また、集落での営農の仕組みづくりに向けて、リーダーの養成や話し合

い活動の推進を行いました。決算額は3,197万9,899円でございます。 

 126ページをお願いをいたします。この事業の成果と今後の課題でご

ざいます。農業推進班長さんにつきましては、農協の協力員さんと連携

をして、農業施策の推進に重要な役割を今まで果たしてきていただいて

おります。しかし22年から、先ほど申しましたように、生産調整の事務

が農業者とＪＡの方に移行することを踏まえて、この農業推進班長の設

置については、それらを見越して検討していかなければならないと考え

ております。 

 さらに、集落営農の推進につきましては、安芸高田市農業振興協議会

で協議をして推進地区を定めて、地域進出を図ってきたところでござい

ます。集落営農の高度化に向けて協議をしている地区が10地区、集落数

にすると46の集落が関係をしております。引き続きＪＡや県と連携を保

ちながら、営農仕組みづくりを支援をしていく計画でございます。 

 合併後、実施をしてきました営農支援事業につきましては、認定農業
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者等個別農業者が38戸、集落営農組織が25集団、補助対象となった機械、

施設は合計115件になっております。その結果、意欲を持って農業を営

む農業者が、表にありますように３戸から８戸に、５戸増加するなど、

10ヘクタール以上の経営をされる大規模農家の拡大が進んでまいりまし

た。 

 安芸高田市内におきます18年度末の３ヘクタール以上の農業者は95戸

あります。経営面積は747ヘクタールとなっておりまして、市内の水田

面積の約２割をこの大型農家が占めていただいておるという状況にござ

います。認定農業者等個別の農業経営者は育っていますけれども、その

反面、町を越えて農地を耕作をされておると。借り入れ農地が分散をし

ておるという状況や、面積が広くなったことによって、水路や畦畔の管

理が難しくなってきておりまして、認定農業者、担い手だけでは解決で

きない新たな課題も生まれてきております。これからは、認定農業者、

担い手農家と兼業農家、小規模農家等が連携をして、地域内の農地の維

持管理の方法、農業振興を進める取り組みを支援していきたいと考えて

おります。 

 生産調整の団地化加算等の要件が難しくなってきておりまして、地域

営農集団は転作作物の価格の低迷あるいはオペレーターが高度化をして

きて、次第に活動が低下をしてきている地域営農集団もございますが、

逆に機械の共同利用を進めることによってコストを下げたり、作業の受

委託を進めることによって耕作放棄地の発生防止をするなど、地域農業

に大きな役割を果たしていただいている営農集団もございます。 

 これからは、集落全体を対象として、地域営農集団が農地の再配分を

行って土地の利用調整をし、少数のオペレーターグループが他の地域と

連携をとりながら、担い手と一緒に機械作業を行うなど、担い手の農地

の集団化をしてコストを下げて、機能の再編を進めていきたいと考えて

おりますし、地域内の担い手が不在のところや、逆に個別の担い手が存

在する場合など、地域地域の実情に応じた取り組みを支援していきたい

と考えております。 

 ４番目としまして、循環型農業推進事業です。この事業は、市内の堆

肥センターで生産されました堆肥をこだわり米を初めとする有機農作物

の生産を推進をして、市内の資源を循環する仕組みづくりを確立するた

めの事業でございます。資源循環型農業推進実践事業補助金を交付をし

て、堆肥の利用促進を図りました。193万1,628円決算をいたしました。 

 成果及び今後の課題でございます。市内に３つの堆肥センターがござ

います。加えて、全農の高宮実験牧場、新たな個別の登録をされた畜産

農家が堆肥の販売をされております。農協を通してチラシを配布をして、

申し込みを取りまとめをし、補助制度につきましても協議会の中で協議

をしていただき、17年の80件から18年は183件に、補助金も76万3,000円

から162万6,000円に増加をしたところでございます。当然、堆肥の数量

も1,530トンから2,151トンへと増加をしました。 
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 課題としまして、個々での申し込みが少量のものが多くて、運搬、散

布にかかる手間、あるいは補助金の交付事務の面で非常に非効率な面が

あります。これからは集落で全体的な取り組みとなるように、一括申請

を推進して、堆肥の利用促進を図ってまいりたいと思います。 

 さらに、昨年は県の堆肥の共励会で、美土里の堆肥センターが最優秀

賞を獲得をしました。品質面でも高い評価を受けております。こういっ

た強みを生かして、市内に広く堆肥を販売し、働きかけをして、できれ

ば市内の農地に市内からの堆肥がすべてまかれる、そういう状況が出る

よう、ＰＲ、促進を図ってまいりたいと考えております。 

 ５の農業生産振興事業です。ここは、農業生産の振興のために、認定

農業者等の農業振興関係資金の利子補給、償還助成を行いました。担い

手等の負担軽減を図ってきたところでございます。また、農地の流動化

を推進して、荒廃地や遊休農地の解消を図りました。1,115万5,434円決

算額でございます。 

 128ページをお願いをいたします。成果及び今後の課題です。担い手

育成のために、利子補給、償還助成は引き続き行ってまいります。18年

度におきます利用権設定率は21.5％となっております。 

 生産者団体助成につきましては、事業内容に応じた助成制度を行い、

活動が活性化するように支援を努めてまいりたいと考えておりますし、

野菜につきましては、施設面積がふえてきまして、ＪＡ広島北部の関係

の野菜等の販売額も14億1,986万3,000円と、17年に比べて104.2％の伸

びとなっております。特にブロッコリーの栽培面積が18年度で9.1ヘク

タール、販売額は1,640万6,000円となっております。引き続き作付の拡

大をＪＡ、生産者と連携をして進めてまいりたいと考えております。 

 水耕ネギにつきましては、クリーンカルチャーファームにおいて、環

境計測器を導入いたしました。これはハウス内の温度やガスの濃度、養

液の温度あるいは日射量等を複合的に計測をする器械でございます。こ

の器械の導入をすることによって、病気の発生予測や収穫予測による基

礎資料づくりにこの器械を役立てました。新規就農者がこの器械を使っ

て、早く経営安定につながるよう、器械の導入を図ったところでござい

ます。 

 129ページをお願いをいたします。６として、生産条件整備事業でご

ざいます。ここは施設野菜への補助制度でございます。50平米のハウス

あるいは100平米のハウスに対する補助制度でございます。単市での補

助制度を導入をして、生産条件の整備の支援を行いました。585万円決

算をしたものです。 

 130ページをお願いをいたします。成果及び今後の課題ですが、日本

の人口が減少に転じて、米の価格が少しずつ下がっていく中、米からの

脱却をして、水稲以外の作物に転換をしていただきたいということで、

このハウスの助成は、野菜生産に重要な役割を果たしていると考えてお

ります。パイプハウスの面積は、18年度において3,435平米増加をして
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きております。引き続き軟弱野菜を中心とした周年生産ができて、産直

市へも冬に野菜が出荷をされる、そういった形を整えていきたいと思い

ますし、高齢になられて、ハウス野菜をやめられた方のハウスの有効活

用についても検討していきたいと考えております。 

 また、懸案の安芸高田アグリフーズへの野菜供給体制確立のためにも、

ジャガイモやタマネギを中心とした土地利用型野菜の生産条件整備も進

めてまいります。 

 ７番目としまして、農業技術指導員設置事業でございます。広島県も

機構改革を行いまして、普及員と呼んでいた農業技術指導員の体制が縮

小されて、またＪＡさんも営農指導員の配置の見直し等で、技術を持っ

た指導員が少なくなられた中で、専門的な技術指導がぜひ必要と考えて、

ＪＡ広島北部と共同で農業技術指導員の設置をしてきたところでござい

ます。農業技術の向上を図ってまいりました。決算額229万6,400円でご

ざいます。 

 131ページ、この成果と課題でございます。就農塾の開設を18年実施

をしました。また、安芸高田アグリフーズへの野菜の生産指導、技術を

要する生産に対して、農業技術指導員の方の力をかりてきたところでご

ざいます。就農塾につきましては、野菜づくりの基礎的知識を講座を９

回、42名の方に受講をしていただきました。実践講座も新たなメニュー

に加えて、新規就農者の確保を図ってまいりたいと考えております。 

 ８としまして、農林業振興公社の運営事業です。農林業振興公社運営

事業2,746万円、農作業の受委託の調整事務と農地保有合理化事業の実

施を行うために、農林業振興公社へ補助金の交付をいたしました。 

 この成果と課題でございます。農林業振興公社につきましては、17年

度から事務局を向原町から吉田町に移転をして、連携をとりながら事業

を進めてきたところでございます。農地保有合理化事業を中心に、吉田

町のアグリ事業、さらには市民農園の管理などを行ってまいりました。

農地保有合理化事業が独自事業でございます。今後、将来の公社の方向

性につきましては、関係機関と連携をとりながら、現在、理事会で検討

していただいているところでございます。 

 ９番目としまして、農業振興施設管理運営事業。市内の農業関係の施

設の管理運営委託を行ってまいりました。決算額は、132ページにあり

ますように2,294万6,452円でございます。この市内の施設の維持管理に

つきまして、133ページに成果と今後の課題を載せておりますが、施設

の管理につきましては、指定管理制度のもとで、収益の見込まれる施設

とそうでないものとを合理的な管理を行うとともに、年々施設が古くな

ってきております。その修繕も必要となってきておりまして、年次計画

を立てて、計画的な補修を行う必要があると考えております。とりわけ

より多くの方に利用促進を図って、設置目的に応じた活用ができるよう、

環境整備を進めてまいりたいと。 

 以下、施設ごとの成果と課題を載せております。ご一読をお願いをい
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たします。 

 134ページをお願いをいたします。10番目としまして、農地保全対策

事業です。ここはイノシシやシカ等の有害鳥獣被害から農作物を守ると

同時に、農地の保全を図るために、防護柵等の設置補助を行いました。

決算額1,415万8,000円です。 

 成果及び課題ですが、18年まで２戸以上の共同設置を補助対象として

まいりました。しかし、効果が薄いということで、市としてはできるだ

け集落単位で広範囲に囲んでいただいて、事業効果を上げてもらう取り

組みを進めてきたところでございます。申請件数は、17年度は39件でご

ざいましたけれども、18年度は45件、また集落での取り組みの割合も

57.8％から補助金ベースで94.9％増加をしてまいりました。引き続き地

域内での共同取り組みへの誘導を図ってまいりたいと考えております。 

 この有害鳥獣対策につきましては、せっかく作付をした農作物が一夜

のうちに荒らされるということで、農業者からの要望も多く、中山間地

域の直接支払事業と他の事業と抱き合わせをして取り組んでいただいて

いる地域も多く、効果を上げております。引き続き集落での取り組みを

進めてまいりたいと考えております。 

 11番目としまして、畜産振興事業でございます。鳥インフルエンザや

ＢＳＥ等、家畜を伝染病から守るとともに、それに加えて、生産性向上

を図るため、各種畜産関係補助事業を実施をしてまいりました。また、

堆肥の野積み等、畜産公害のない安定した畜産経営のために、県やＪＡ、

関係機関と連携を図って指導してきたところでございます。 

 136ページをお願いをいたします。成果及び課題でございます。家畜

防疫につきましては、家畜保健衛生所等とも連携をとりながら、引き続

き健全な家畜経営の確立に努めてまいりたいと考えますし、畜産施設の

関連につきましては、協定を結んでおります環境保全協議会等、あるい

は全農の高宮実験牧場あるいはトリヨウといったところとの協定に基づ

いて、水質検査を行ってきたところでございます。 

 また、子牛の価格は高騰してきておりまして、しかしながら、なかな

か和牛の繁殖農家がふえてこない実態があります。これからは飼養規模

の拡大や企業的経営を取り入れて、産地の維持を図ってまいりたいと考

えております。 

 また、酪農につきましては、現在、飼料が上がってきておりまして、

大半はアメリカからの輸入に頼っております。配合飼料が１トン当たり

1万1,500円高騰しまして、これは19年現在の話でございます。だんだん

17、18とえさが上がってきております。加えて、運搬をしてくる船の燃

料高が、２つ酪農家にしわ寄せが来ておりまして、麦や大豆からその畑

をトウモロコシに転換をするということで、さらにトウモロコシを自動

車連盟と畜産農家とがとり合いをするということで、麦もなくなる、大

豆もなくなる、トウモロコシもないということで、非常に厳しい状況が

起きております。乳価も、１キロ当たり1980年は100円でしたけれども、
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現在80円ぐらいになってきておりまして、非常に酪農家は厳しい状況に

あります。 

 そこで、市としては、価格が比較的安定をしておる和牛の繁殖と酪農

とを取り入れて、複合経営を推進をしてきております。酪農家に和牛の

繁殖を取り入れていただいて、経営の安定を図っていきたいというふう

に考えておりまして、事業の推進を図っているところでございます。こ

れ、和牛の増頭とともに、酪農家の所得の向上を推進をしていきたいと。

18年度で４戸の方がこの取り組みに参加をしていただいており、引き続

きこの事業は進めてまいりたいと考えているところです。国や県の補助

事業をうまく組み合わせて、より有効な事業体系をつくって、飼料稲な

どの耕畜連携や水田放牧の取り組みを引き続き推進をしてまいりたいと

考えております。 

 12番は、畜産振興施設管理運営事業でございます。これは、市内の３

つの堆肥センターの管理運営事業を行いました。堆肥を活用して、資源

循環型農業のシステムの確立のために支援を行ったものでございます。

1,234万46円決算をいたしました。 

 137ページに、成果及び今後の課題を載せております。市内にありま

す３つの堆肥センターの円滑な運営を図るために、堆肥センターの関係

者に寄っていただいた連絡協議会を開催して、情報交換を行いましたし、

散布時期が春と秋に集中をするということで、堆肥をストックする場所

が不足しているという課題も起きております。また、ある施設は、かな

り古くから稼働しておりまして、老朽化が進んで修繕も起きているとい

う状況です。計画的な修繕をしていきたいと考えております。利用につ

きましては、市の補助事業の活用と資源循環型農業の仕組みづくりを積

極的にＰＲをしていき、市内の圃場にすべて市内の堆肥が散布される、

そういう取り組みをこれからも力を入れてまいりたいと考えております。 

 以上で、旧地域営農課が進めてまいりました事務事業の決算につきま

して簡単にご説明を申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○山本委員長  続いて、藤本農産物流通担当課長。 

○藤本農政担当課長  まず最初に、決算書に基づきまして、歳入の方ですが、39ページ、40

ページでございます。 

 ここに、４目農林水産業費県補助金がございまして、その中の5億

3,865万4,000円が歳入でございます。 

 続きまして、歳出に関係しますと、主要施策の成果に関する説明書で

ご説明をさせていただきます。128ページをお開きください。 

 128ページは、アグリフーズへの利子補給ということで、84万7,992円

の決算額でございます。 

 続きまして、右側の129ページでございますが、生産条件整備事業の

中で、経営構造対策といたしまして、農産物の安定供給と産地づくりと

いうことで、バレイショの掘取り機、そして種芋の植付け機、種芋プラ

ンターでございますが、ＪＡが事業主体となりましての補助事業をさせ
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ていただきました。これは補助金75万円を支出させていただいておりま

す。 

 続きまして、137ページをお開きください。中ほどからで経営構造対

策事業、地域営農課の関係でございますが、アグリフーズの本体の建設

事業にかかわった事業で繰り越しをいたしまして、18年度完成したもの

です。その決算額は5億3,876万971円でございます。建設事業にかかっ

たものが、そこの事業の説明の中にございますように、設計から建設、

炊飯、惣菜、移動台車類、そして生ごみ処理機、次のページ、138ペー

ジにわたりまして、検査機器類、そして家具、什器、机などです。それ

と、それに伴います事務費が17万6,971円ということで、決算額は5億

3,876万971円ということでございます。 

 この工事が10月に本格稼働を始め、地域内農産物の安定供給が重要な

課題となっているために、広島北部農協と関係を密にしながら、今後、

作物の生産振興を進めるように今、検討しておるところです。 

 ちなみに下の表は、昨年中の実績です。以上でございます。 

○山本委員長  続いて、三上農林水産担当課長。 

○三上農政課担当課長  10月１日から農林水産担当課長になりました三上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 旧農林水産課関係の18年度の部分について説明をさせていただきます。

最初に、歳入歳出決算書の方の歳入につきまして説明をさせていただき

ます。19ページ、20ページをお開きをいただきたいと思います。 

 こちらの方で、下半分の方にございますが、12の分担金及び負担金の

１の分担金、１の農林水産業費分担金と災害復旧費分担金の関係でござ

います。こちらのものすべてでございますが、節として農業費分担金、

林業費分担金、農地災害復旧費分担金がございます。この中の基盤整備

事業、これが川根地区の関係、それから単県の事業の関係、法恩地井才

田の圃場整備の関係の分担金、それからその下の部分の県営ため池が３

件分の分担金関係でございます。それから、その下が林業費の分担金で

は治山事業、小規模の崩壊地復旧等の治山事業の分担金の関係でござい

ます。その下につきましては、農地災害復旧事業費分担金、これは18年

度は１件のみといたしまして、19年度へ明許繰越でさせていただいてお

ります。施設の関係はすべてを繰り越しをさせていただき、農地につい

ても繰り越しをさせていただいております。それから、その上の部分の

基盤整備の関係も一部事業繰り越しをさせていただいております。川根

分でございます。収入未済分の額のところの説明をさせていただいてお

ります。 

 続きまして、35、36ページの方をごらんをいただきたいと思います。

こちらの備考欄にございますが、15の県支出金、県補助金の関係で、総

務費県補助金の欄で、上から２段目、地籍調査事業費補助金が2,394万

1,500円ほど入ってきております。 

 次に、39ページ、40ページをお開きをいただきたいと思います。上の
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方からでございますが、同じく県の支出金、県補助金の関係でございま

すが、４の農林水産業費の県補助金でございます。先ほど地域営農課の

方から説明がありました分を除きまして、６番目、小規模農業基盤整備

事業費補助金、これは単県の事業の舗装とかため池、水路関係の補助金

の方でございます。それから、圃場整備の推進特別事業費の補助金、そ

れから団体営の基盤整備促進事業費補助金でございます。それから、２

つ飛びまして、資源保全実態調査補助金、資源保全の推進検証事業補助

金、それからその下の土地改良施設維持管理計画補助金でございます。

この中で、一部収入未済となっております部分については、繰越明許分

でございます。一番上にあります川根の関係で、基盤整備事業の繰越明

許として19へ繰り越しをさせていただいておるものでございます。 

 それから、41、42ページをお開きをいただきたいと思います。上の方

の欄でございまして、中ほどの節のところの林業費補助金でございます

が、この備考欄にありますものすべてが農林水産課関係でございますけ

れども、林道整備費補助金、ここは林道と作業道の関係の補助金が入っ

てきております。それから、治山事業費補助金が小規模崩壊地復旧事業

の補助金でございます。その下が森林整備活動費の支援交付金の関係の

補助金、それから森林活性化資金利子補給補助金、それからその下の造

林事業費補助金、こちらは分収造林と流域公益保全林の関係の補助金で

ございます。それから、その下の災害復旧費県補助金でございまして、

農林水産施設災害復旧費補助金。備考欄を見ていただきますと、農業施

設の災害復旧費補助金と農地の災害復旧費の補助金で、収入未済となっ

ておりますものについては、19へ繰り越しをさせてもらった部分でござ

います。ここの中に、農業用の施設と農地と林道ですか、林道の関係の

繰越額が収入未済として上げております。 

 それから、57、58ページをごらんをいただきたいと思います。ここで

上の段から、８番目に農林水産課関係の雑入を入れさせていただいてお

ります。20の諸収入で４の雑入で農林水産課の雑入でございますが、こ

の主なものにつきましては、圃場整備で団体営の圃場整備を行っており

ました法恩地工区の換地精算金が45万余り、それから担い手育成事業の

助成金ということで、３件分43万9,000円ほかでございます。 

 それから、59、60ページをごらんをいただきたいと思います。下の欄

でございますが、21の市債、４の農林水産業債で農業債と林業債の関係

でございます。こちらの方で、地域営農課の関係を除きまして、上の段

から、県営事業の関係の起債、それから単県事業の関係の起債、中山間

地域、高地長屋での事業を行っておりました関係などの起債部分の記入

がしてあります。それから、その下に林業債の関係がございまして、林

道整備事業、これが天王山の関係でございます。 

 次のページへ移っていただきまして、61、62ページでございます。上

の段の、一番上の数字が林道の関係でございまして、その下が公有林整

備、分収造林や流域公益保全林の関係、それから治山事業は小規模崩壊
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地復旧の関係の起債部分でございます。こちらで一部収入未済となって

おりますものは、一部繰り越しとなっておる部分であります。 

 それから、支出につきましては、18年度の主要施策の成果に関する説

明書の方をごらんをいただきたいと思います。109ページをお開きくだ

さい。 

 109ページ一番上の１でございますが、地籍調査事業でございます。

18年度での決算額は3,681万6,512円でございまして、主に高宮町での地

籍調査を実施をさせていただいております。旧町での地籍調査の実態を、

成果と今後の課題ということで記載をしておりまして、基本的にほぼ

100％済んでおりますのが八千代町と向原町で、耕地部分は済んでおり

ますが、それ以外の地区につきましては山林部が部分残っております。

現在、実施をされていた高宮町において継続をさせていただいておりま

すが、この課題の中にも書いておりますように、年々高齢化が進んでき

まして、境は知っているが、山へ上がれないとか、知っておられた方が

亡くなられたということで、一筆調査とか境界の確認が年々困難になっ

てきております。それで、いろいろその方法等について検討をさせてい

ただいておるところです。細かな数字についてはごらんをいただきたい

と思います。 

 それから、農村整備の総務管理費の事業でございます。こちらの方で

県営事業、それから土地改良区への償還助成や運営助成、また昨年９月

の災害により農地や施設に多大な被害を受けている関係での補助金関係

の事業を行っております。 

 次の110ページをはぐっていただきますと、決算額については2億

1,468万7,049円でございます。それぞれに主な事業について、事業の概

要説明をさせていただいております。特に、こちらの県営事業の中では、

議員の皆様ご存じのとおりご協力いただいておりますが、特に中馬農道

ではトンネルを継続して掘っていただいておりますし、川根の農道につ

きましては、一部が利用できるように舗装をしてもらって、今、国有林

部分等に工事が入っております。目標年次に向けて開通ができるように

努力をいただいておるところでございます。 

 それから、一番下の欄でございますが、農業施設等補助事業や農業土

木小災害復旧事業の関係でございますが、今年度、多大な被害があった

ということで、特に支出の多い方が下の方の農業土木小災害復旧事業費

の補助金関係でございまして、2,800万余りの支出をさせていただいて

おります。集落型での取り組みをしていただいて、地域の土砂等の取り

除きなどにご協力をいただきました。 

 成果と今後の課題ですが、継続的にこういった形のものについて行わ

なければならないと思いますが、この補助制度について、19年度で少し

見直しをさせていただきました。それから、土地改良区への関係でござ

いますが、19年度において、会計システムと土地改良関係の貸付金シス

テムの統合を図ることにいたしておりまして、20年度からはそれを活用
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した運営でいきたいと考えております。 

 それから、次の111ページに、県営の農道や圃場整備関係のため池な

どの関係の状況を記載しております。１つつけ加えさせていただきます

と、小原地区で県営をやっておりますが、今度19年度で小原２期という

ことで、ここへ１つ入っておりますが、まだ18年度のものでございます

ので、記載をしておりません。19年度から追加で面積を拡大をし、区画

整理面積が全体で約60町になるのではないかと思っております。 

 続きまして、３番の農道維持管理事業の関係ですが、市の方で補助を

させていただいたりして、農道の管理をいただいております。決算額に

つきましては240万7,681円でございます。 

 112ページをごらんをいただきたいと思います。地域の方で補修をし

ていただきますが、それに対して一部を負担をさせていただくというこ

とになります。今度、産業建設部ということになりますが、市道の見直

しもしたいということで、旧管理課の方での話がございまして、農道、

林道から一部見直しをし、今後また維持管理の継続をしていくことにな

ります。 

 それから、４番の水利施設等の維持管理事業でございます。この中で

は、簸川かん排等の施設につきまして支出をさせていただいております。

決算額については602万1,990円でございます。それぞれ管理の施設につ

きましては、維持修繕、機能保全をしていかなければなりませんが、こ

の中で一番大きなものと申しますのは簸川かん排施設です。これは受益

も大きく、施設も大きいです。これの機能維持について、どういった形

で検討していくかと。突発的に破裂したりとか、管も大きいので、八千

代の方での地域の改良区の方で管理をいただいておるところでございま

す。 

 ５番の公園等の維持管理事業でございます。市内の公園につきまして

維持管理を行っております。決算額については162万1,703円でございま

す。こちらの中で、管理委託や土地の一部借地をいたしております部分

の支払いをさせていただいております。それぞれの公園の設置年度や目

的などを記載をしておりますが、今後、維持管理をしなくては、こうい

ったものは利用ができなくなりますので、そのことやその費用について

の検討を整理する必要があるかと考えております。 

 それから、次のページ、113ページでございます。６の中山間地域総

合整備事業。平成15年度から甲田町の高地長屋地区での事業を行ってお

ります。一部、営農飲雑用水の関係は水道課、旧の名前で書いておりま

すので、水道課の関係の所管がございますが、そちら以外のものについ

て、集落道、それから防火水槽や防犯灯、それから公園、それから鳥獣

の侵入防止柵などの整備を行っております。18年度で終了をさせていた

だいております。その内容につきましては、13ページから14ページにか

けて記載をさせていただいております。 

 それから、114ページですが、７の小規模農業基盤整備事業です。い
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わゆる単県事業と言われる部分でございまして、この中で、農道改良、

それから農道舗装やかんがい排水等の整備を行っております。決算額に

つきましては4,694万4,921円となっております。こちらの中で、設計や

工事の発注をさせていただいております。特に18年度におきましては、

農地・水・農村環境の保全向上対策がこの18年度では実験事業というこ

とで、県の方からの指定を受けて、吉田町の「えーのー」が管理をされ

ている可愛の方で実施をさせていただいております部分が、一部、資源

保全管理計画策定や事業検証などの部分に入っております。それから、

一部、支援交付金ということで、一番下へ入っております。それらをも

とに、いろいろ検証した実績をもとに、19年度からの農地・水・農村環

境向上対策が現在は農政課の方で19年度から取り組みをされております。 

 成果と今後の課題ですが、だんだん県の方の予算上も厳しくなってお

ります。その関係で、予算の配分も少なくなっておりますし、以前もお

話をさせていただいたとおり、事業を行うに当たりましては、県営であ

れ団体営であれ単県であれ、いろいろ制約をつけてきておりまして、法

人がいなくては事業ができない状況が発生してきております。それで、

要望を出しても、その法人がいるところしか、特定で地区指定で予算が

来るという状況がございますので、農政課等と協力をしまして、地域へ

法人育成について頑張っていかなくては、いろいろな事業が取り組みが

できないのではないかと考えております。 

 115ページの方をごらんをいただきたいと思います。 

○山本委員長  説明中でありますけど、ここで休憩をいたしたいと思います。11時15

分まで休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時０５分 休憩 

      午前１１時１５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 

 休憩前に引き続き、三上農林水産担当課長の説明を求めます。 

○三上農政課担当課長  引き続き説明をさせていただきます。115ページの上の段からさせて

いただきますので、よろしくお願いします。 

 ８番、農業用施設等改良事業の関係でございます。特に農道台帳をこ

この方で整備をさせていただいております。決算額については444万

8,004円です。成果と今後の課題ですが、19年度までにということで予

算を配分いただいて、市内の農道台帳を整備をするようにしておりまし

て、現在の農道台帳の整備状況は下にそれぞれ記載をしておるとおりで

す。今後、先ほども申し上げましたように、市道の見直しをされるとい

うことでございますので、農道、林道から市道へ格上げなどということ

がございますので、それでまた一部再整備をする必要があろうかと思い

ます。 

 それから、９のほ場整備事業の関係でございます。こちらの方では法
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恩地井才田地区と川根でのほ場整備関係の事業を行っております。それ

ぞれに事業を行いまして、決算額は3,888万4,185円でございます。地区

ごとの事業の説明をさせていただいておりますが、法恩地井才田地区に

ついては一応事業完了でございます。川根地区については、現在18の一

部繰り越しと19の単県での予算で、ほたる探索道ということで橋梁のか

けかえを行っております。 

 116ページをごらんをいただきたいと思います。成果と今後の課題で

すが、川根地区、それから法恩地井才田地区につきましては、それぞれ

全体事業費、それから事業の実施済み内容を記載をさせていただいてお

りますが、先ほど申し上げましたように、川根地区は今年度、19年度で

終了ですが、橋梁のかけかえを現在行っておるところです。 

 それから10番の林業総務管理事業でございます。林業振興のために関

係機関への負担金の支出等をさせていただいておりまして、決算額につ

きましては158万8,285円です。成果と課題ですが、今後ともそれを県の

財団法人や関係機関の方への負担金の支出継続をいたしまして、活動支

援をしていかなくてはならないかなと考えております。 

 続きまして、117ページをごらんをいただきたいと思います。11の有

害鳥獣対策事業でございます。特に市内においてイノシシやシカによる

農作物の被害防止のために捕獲活動を行っていただいております。決算

額につきましては1,821万3,011円です。有害鳥獣の捕獲の関係で、保険

や業務委託、それから補助金等の支出をさせていただいておりまして、

成果及び今後の課題ですが、有害鳥獣の捕獲の方では、イノシシとシカ

が、特にシカの方が現在増大をしてきております。それから一部猿が吉

田や、向原に出没をしてくるようになってまいりました。そういった形

で年々この有害鳥獣の捕獲を継続をしていかなければ、農作物の被害防

止もできないのではないかと考えております。 

 それから、12の森林整備地域活動支援交付金事業ですが、18年度でこ

れが終了いたしまして、19年度から新たな制度改正がなされました。そ

の関係で、現在県の方からの制度改正の内容が参りましたので、現在要

項の整理をさせていただいております。18年度まではヘクタール１万円

での補助金の支出をさせていただいて、決算額は3,446万3,201円です。

関係75団体の支援交付金を支出をさせていただいております。 

 13の林業振興施設管理事業ですが、市内の林業振興施設の維持管理を

行っております。118ページをごらんをいただきたいと思います。決算

額につきましては、176万8,394円です。それぞれの設立設置年度や、設

置目的がございますが、維持管理等の継続はしていかないとこういった

ものに、施設がございますものについては、維持ができなくなる可能性

がありますので、それについての費用等についても含めて、今後整理、

検討をさせていただかなくてはいけないかなと考えております。 

 それから14の分収造林事業でございます。合併以前から分収造林契約

を、個人が持っておられるところと旧町での契約をして分収造林を行っ
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ておりますが、それらの整備を行うために事業実施をいたしております。

決算額については2,284万3,194円です。そうした分収造林に対しまして、

災害、火事などですが、そういった場合の保険を掛けておりますので、

それがちょうど期間が来たものについての保険の継続、それからその時

期時期での施業をさせていただいております。 

 成果と今後の課題ですが、今後、今継続で契約をしておるものにつき

ましては、事業が継続をしておりますので、このまま整備を続けていく

必要がありますが、新規のものについては、分収造林契約を行わない方

向での検討をしていかなければならないと考えております。 

 それから15の流域公益保全林整備事業ですが、これは市内の市有林の

関係について森林整備を行っているものです。決算額については960万

8,998円でございまして、それぞれ事業の内容を記載をさせていただい

ております。成果と今後の課題ですが、同じように植林をしております

ので、その適期での施業をしていかないと、せっかく植えたものが内容

的に材とならないということになりますので、継続的に施業は続けてい

きたいと考えております。 

 それから、16の林道新設改良事業の関係でございます。高宮町の林道

の天王山の開設、それから作業道の開設を行っております。決算額につ

いては2,216万8,959円です。特に天王山につきましては、山の中での山

切りをして、それを残土として搬出したり等でございますので、延長が

なかなか延びない状況です。それから県の事業の方がなかなか予算の獲

得が厳しくなっております。現在、こういった形で進行中でございます。 

 成果等及び今後の課題ですが、天王山については、14年度から実施を

させていただいております。当初の全体事業費が２億でございますが、

現在のところ438メーターで、全体は971メーターですから、まだ約540

メーター余りまだ残っておるということでございます。 

 それから、17の林道維持管理事業でございます。市内に林道がござい

ますが、一部生活道となっているような林道につきましては、砕石の補

修とか除草管理を市の方でさせていただいております。決算額について

は1,071万293円です。なかなか、そういった形でのところがございます

ので、市道の見直しの中で一部市道格上げをしていただければどうかと

考えております。 

 それから18の小規模崩壊地復旧事業です。山腹崩壊を防止しまして、

その下にあります関係の各戸の安全を確保するために事業実施をしてお

ります。決算額については3,178万5,944円です。それぞれのところで測

量をし、工事の実施をしております。一部17年度年内での繰越分を18年

度内で実施をさせてもらっている部分がございます。 

 小規模崩壊地復旧事業については、その関係各戸の方で４分の１の分

担金の支出をいただきますが、なかなかこれも予算割り当てが県の方か

ら厳しくなっておりまして、昨年の災害、雨等の災害によりまして、家

や田畑、道などへ崩れたりしまして、要望も拡大をしておりますが、事
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業ができるよう、取り組みができるようにいろいろ要望を続けてまいり

たいと考えております。 

 それから、19の生活環境保全林の整備事業です。美土里町の本郷につ

いて県営事業で実施をされておりました部分の一部について、18年度で

は駐車場の整備をさせていただきました。これでそこの地域の計画のも

のについては終了でございまして、あとはその地域での利用者やその関

係者が利用していただければと考えております。 

 それから、20の水産業の総務管理でございます。ここでは、関係機関

への負担金支出で振興を図ったということですが、決算額については72

万4,000円。今後とも、特に各漁業組合さんには補助を継続しまして、

水産業の振興を図っていただきたいと考えております。 

 21の水産業振興施設の運営管理ですが、特に八千代町と高宮町に淡水

魚の養殖施設や釣り堀施設がございます。こちらへの修繕料や検査料、

管理委託料をお支払いをさせていただいて、維持管理を続けております。

決算額については133万4,637円です。 

 成果と今後の課題ですが、補助金の関係がございますので、今後、整

理をしなくてはいけないと思いますが、施設管理とか譲渡について検討

をしていきたいと考えております。 

 それから、22の災害復旧事業でございます。７月と９月に梅雨前線豪

雨と台風13号災害によりまして、農地や農業施設、林業施設の災害を受

けております。その関係での事業を実施をしております。決算額につい

ては、農地災害復旧では994万6,568円、農業用施設災害復旧事業では

7,075万2,023円、林業施設災害復旧事業では678万6,850円の支出をして

おります。それぞれ査定を受け、事業を一部実施をしました。それなん

ですが、先ほど部長の方からもありましたように、合わせて117件の災

害がございまして、一度に発注し完了させるということにならないので、

できるだけ18年度で発注をさせていただきましたが、一部は19年度にな

って発注をさせていただいておるものもございます。一部を繰越明許で

19年度へ繰り越しを、金額を下へ書いておりますが、させていただいて

おり、農業施設関係につきましては、19年度の予算も利用しながら、19

年度内での早期完了を目指しております。以上でございます。 

○山本委員長  続いて、久保商工観光課長。 

○久保商工観光課長  それでは、商工観光課歳入の方から、決算書に基づいて説明申し上げ

ます。23ページをお開きください。 

 13款使用料及び手数料、１項使用料、５目商工手数料206万9,400円の

うち商工観光課分は、八千代憩いの森キャンプ場使用料の72万5,400円

でございます。 

 次に、41ページをお願いします。５款２項７目商工費県補助金171万

4,000円は、ロングステイ型観光促進事業費で、補助率２分の１でござ

います。 

 続いて、45ページをお願いします。16款１項１目財産貸付収入1,471
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万237円のうち商工観光課分は、高宮パストラル76万500円、向原ラポー

ト43万5,600円でございます。 

 次、55ページをお願いします。20款諸収入、３項貸付金元利収入、６

目地域総合整備資金貸付元利収入231万4,000円は、１社に貸し付けてい

る地域総合整備資金の元利収入でございまして、18年度で終了でござい

ます。７目中小企業貸付金元利収入は、２件のうちの１件の分納分でご

ざいます。 

 続きまして、歳出でございますが、主要施策の成果に関する説明書

139ページからお願いいたします。 

 商工業振興事業費でございますが、決算額は3,023万6,686円でござい

ます。これは、商工会の補助金、基本補助で1,539万円、経営指導員等

の人件費及び巡回指導並びに金融相談等の事業費に充ててございます。

商工会補助金の事業補助といたしまして1,044万9,000円、地域イベント

等の開催及び役員研修等の事業に使われております。商工会補助金のそ

の他補助439万7,686円でございますが、産業活動支援センターの運営事

業費、地域情報サイト運営事業、商売競争力支援事業、合併対策事業等

に支出をいたしております。平成16年度に安芸高田市産業振興ビジョン

を取りまとめ、17年度において産業活動支援センターを発足させ、18年

度より実質的な実現に取り組んでおります。中身といたしましては、講

習会、創業塾に受講者延べ85名、講座を７回、経営革新塾受講者につき

ましては延べ90名、講座６回、新規採用予定者の研修受講者が17名ござ

いました。これらを開催し、人材育成の充実を図ってきたところです。

また、県への経営革新申請事業者数を17年度の13件から18件へと増加さ

せることができております。 

 次に、140ページ、商工業振興施設管理事業費でございますが、決算

額472万592円でございます。中身といたしましては、向原町地場産業振

興センターラポートに224万788円、高宮町のパストラルに97万4,248円、

八千代町のフォルテの指定管理委託料、これは２月からでございますが

82万9,000円、４丁目の公衆トイレに34万9,501円、大浜の工業団地の街

路樹等の整備委託料として32万7,055円の支出をいたしております。 

 課題でございますが、商工業振興施設の管理について、支所、商工会、

店舗出店者等との共同会議を18年度において４回開催し、空きスペース

等の利用対策や利用客の動向等の協議を行っております。これらを踏ま

えて、出店をしていただいたりというような努力をさらに重ねていきた

いと思います。 

 ３番目に、観光振興総務管理費ですが、決算額は1,922万6,408円でご

ざいます。中身としましては、観光パンフレット３万部の増刷をいたし

ております。110万9,850円。広島県観光キャンペーン実行委員会への負

担金を120万円支出いたしております。やまなみ大学の負担金が180万円。

歳入のときに申し上げましたが、広島県のロングステイ型の事業費の負

担金といたしまして371万4,000円。これは神楽体験の農業体験を組み合
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わせたツアーということで、過去になく、従来にない形で実施すること

ができたというふうに思っております。安芸高田花火大会の補助金が

300万円、それから湖畔祭実行委員会の補助金として200万円の支出をい

たしております。安芸高田市内の観光資源の保全を図りつつ、新たな魅

力の発掘に努め、安芸高田市のＰＲに努めてきたところでございます。 

 今後は、さらに芸北広域間の市町との連携をし、独自の魅力を発信す

る取り組みを強化し、観光客の誘致と市の活性化を目指してまいりたい

と考えております。また、市のイベントとして第３回の安芸高田花火大

会を開催してまいりましたが、今後このイベントの取り組み方法等につ

いてさらに検討し、市民のイベントとして定着させる必要があると考え

ています。さらに、安芸高田市観光協会の今後の方向性について、関係

団体との協議を進めてまいります。 

 ４番目に姉妹都市等交流事業でございますが、旧町時代からしており

ます姉妹都市との交流を継続し、さらに人、特産品、文化、情報等の交

流により、お互いのまちづくり、地域づくりの活性化を図っておりまし

て、決算額は35万318円でございます。中身といたしましては、１月20

日に防府市市政70周年を記念し、吉田神楽団を派遣したところでござい

ます。防府市との交流については、毛利氏関連で企画展の開催などによ

る作品の賃借が行われており、古くから交流が盛んでございます。今後、

広く市民交流を展開させるためには、市民組織の連携、活用により、事

業を効果的に進める体制づくりを行う必要があると考えております。 

 ５番目に、観光振興施設管理運営事業でございますが、決算額は

1,853万8,331円。中身といたしましては、郡山公園の管理業務、大土山

憩いの森のキャンプ場の管理業務委託、八千代憩いの森のキャンプ場の

管理、潜龍峡ふれあいの里の土地使用料、ほととぎす遊園の管理業務委

託料でございます。各施設の管理については、合併後、施設の誘導であ

ります案内看板等の整備ができていない現状がございます。これらも含

めまして、今後、既存の看板の利用等を含め、市内の案内板を統一デザ

インで計画的に整備する必要があるというふうに考えています。また、

各施設とも老朽化等により、修繕箇所が増加しており、今後、計画的な

整備が必要になってくると思われます。以上でございます。 

○山本委員長  次に、農業委員会の所管する決算についての説明を求めます。 

 藤井農業委員会事務局長。 

○藤井農業委員会事務局長  それでは、農業委員会事務局より平成18年度の決算について説明いた

します。歳入歳出決算書の39ページ、40ページをお開きください。 

 農業委員会の主な歳入でございますが、４目の２、農林水産業費県補

助金、備考欄でいいますと、欄の上から４行目でございます。農業委員

会費補助金537万3,000円でございます。この補助金は、農業委員会の運

営の経費、委員報酬、職員の人件費、事務費に対する補助であります。 

 続きまして、歳出でございますが、主要施策の成果に関する説明書の

107ページをお開きください。 
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 歳出決算額が1,842万8,885円でございます。主要な事業としましては、

①に掲げております農地法許可等関係事務事業でございます。この事務

は、農地法等に基づきます許可等でございます。農地法の申請件数は

219件でございます。前年対比でマイナスの30件、非農地証明が９件、

前年対比でプラスの２件、以下、表中に掲げているとおりでございます。 

 成果及び今後の課題につきましては、今後とも無断転用の防止、遊休

農地の解消のため、定期的に農地パトロール、広報を実施し、優良農地

の確保と農地の有効利用に取り組む必要がございます。 

 次に、107ページと108ページにまたがっておりますが、利用権設定等

促進事業でございます。この事業は、経営規模拡大を希望される認定農

業者や生産法人と農業経営を縮小、廃止せざるを得ない農家等を仲介し、

担い手に農地を集積されるよう利用調整を行うものでございます。利用

権の設定期間は１年から20年でございます。３年と５年の設定期間が全

体の７割近くを占めております。設定面積でいきますと、全体で約334

ヘクタールでございます。なお、平成19年２月現在の利用権の設定率は

21.5％でございます。利用権の設定面積でいいますと1,169ヘクタール

となっております。 

 成果及び今後の課題としましては、農家の高齢化や後継者不足により、

農地の荒廃、耕作放棄地が増加する中で、担い手等への農地の集積を図

ることにより、一定の成果を上げることができました。今後とも安心し

て農地の貸し借りできる本事業により、より一層促進を図る必要がござ

います。 

 続きまして、108ページの農家相談事業でございますが、農家相談事

業は２カ月に１遍、６会場で34件の相談事業に応じました。今後も農家

の身近な相談役として、相談事業を進めてまいりたいと考えております。 

 課題としましては、相談会場の設け方、相談員の専門的知識の会得が

必要であるように考えております。 

 以上で農業委員会事務局からの説明を終わります。 

○山本委員長  ここで、午後１時まで休憩といたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時４６分 休憩 

      午後 １時００分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 秋田委員。 

○秋 田 委 員  ２点ほど質問をさせてもらいたいと思いますが、１点ずつやらせて

いただきたいと思います。それで、成果に関する説明書の114ページの

小規模農業基盤整備事業とそれから134ページの畜産振興事業について

お伺いしたいと思います。 

 それで、小規模農業基盤整備事業についてでございますけども、決算
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額が4,694万少々ということで、ここに上げていただいておりますし、

また、先ほど課長の説明でもいろいろと事業内容も含め、県の方向性と

かの話もいただきましたけども、まず１点目として、当初予算が、18年

度当初予算は9,132万円ほど組んであったと思うんですけども、それか

ら考えると、決算が4,600万ということは、半分ぐらいの事業の執行か

と思われますんで、そこの半分以上の金額についての事業ですか、そう

いった部分がどういったところができなかったのか、あるいはまた、使

われ方として、ここにはないけども、やってないんだというような事業

があるのか、その辺のとこのご説明をいただきたいと思います。 

○山本委員長  134ページは。 

○秋 田 委 員  114ページです。 

○山本委員長  114ページ。それでは答弁求めます。 

 三上課長。 

○三上農政課担当課長  先ほどの秋田議員さんのご質問でございますが、先ほど少し説明をさ

せていただきましたが、県の方針転換が18年度において、当初は17年度

中にそんな話はありませんでしたが、予算は17年度と同じぐらいの予算

をいただけるものとして、18年度当初予算を組ませていただいておりま

すが、18年度において、財政的にも県も厳しいからということで、それ

と担い手として法人の育成を県の方針として上げているので、それを主

題として事業も展開をしていくよう、単県事業についてもほかの事業に

ついてもしかりだよということで、方針転換を18年度中において行いま

したので、その関係で、当初予算では上げていましたが、その中で、担

い手のおられる、法人のおられるところに対してだけしか割り当てが、

地区指定で参りました。その関係で、いろいろな地域で認定農業者の方

とかおられたりする地域もありまして、そういったとこの舗装の要望等

も含めて要望を出しておったんでございますが、割り当ては地区の名前

でばさっと県の方から指定をしてきます。以前の場合は、各市町へおり

てきた予算を、どこを重点的にとか、どこを優先してとかいう形で整理

ができていましたが、地区指定で来ますということで、18年度から転換

になりました関係で、実際の決算、予算では、先ほど議員さんのご指摘

のとおり、約半分ぐらいの予算で決算となっておりますね。どこができ

ていないということになりますと、法人のいないところで、認定農業者

もどなたもおられませんが、農道舗装をしてほしいという地域が、希望

があった場合のところが全部できていないという状況でございますので、

今後、先ほど申し上げたように、法人の育成などに力を注いでいって、

それでもなかなか難しいようなとこがありましたら、単市でのわずかな

補助の予算を持っておりますが、その中で地域で一本ずつでも考えてい

ただくという方法しかないのではないかと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○山本委員長  秋田委員。 

○秋 田 委 員  事情はよく私も理解しているつもりでございます。ところが、単県
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事業だということを最初におっしゃってましたけども、いろんな意味で、

直接農業をやられる方への、今あった農道舗装であるとかため池である

とか水路改良とか、そういった方々の直接かかわっていることにつなが

ると思ってますので、この事業が単県事業だということですけども、で

きなかったときの対応とかいうのは、当然考えていっていただかなけれ

ばいけないと思うんですが、当然国の事業もそういう形では無理でしょ

うし、市の単独事業という形のことも今、話をされましたが、そういっ

た方向は、今現在が何件か取り組まれなかった事業もあるような状況か

ら判断すると、今後もっといろんな意味でやっていただきたいという農

家の要望があっても、取り組めない事業がたくさん出てくると思うんで

すね。そういった対応策はもうしっかり考えていっていただきたいと思

うんですが、そこらあたり単市の事業としては、考えるということを少

し言われましたけども、なかなか本当は厳しいんじゃないかと思うんで

すね。 

 それと、農業の発展は、やっぱり財源確保にもつながるということを

考慮したときには、ぜひともそこをしっかり考えていただきたいと思う

んですが、そこのあたりの答弁をお願いしたいと思います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 三上農林水産担当課長。 

○三上農政課担当課長  秋田議員さんの再質問でございますが、先ほど申し上げたように、法

人育成が最優先にしていかなくてはならないと思います。さまざまな事

業ございますが、まだ農道舗装で100メーター舗装しようということで

あれば、例えば100万円余りで済むということにはなろうと思いますが、

市の補助事業の中では、農道舗装地域の中で２戸以上の方が計画されよ

うとすれば、45％の補助しかありません。それも予算がある程度限られ

ておりますが、それを一部利用していただくことを考えていただく以外

には、たちまちの対応策としてはございません。それ以外にということ

になりますと、やっぱり先ほど申し上げた法人育成を地域だけでなくて、

市全体で、今、農政課全体で地域へ出ていっていただいて、法人育成を

頑張っていただいておりますが、それをより強力に進めていく以外には、

農道舗装だけでなく、それ以外の事業につきましても、例えばため池が

壊れたよと、壊れそうだよと、老朽化しているよということにつきまし

ても、そういった事業を取り組むことが、壊れそうなんだけど、老朽化

で事業を持ってくることができないという、県はわかりますが、法人が

法人がということをすぐ言われますので、それが急務ではないかと考え

ております。それ以外に、補助事業予算というのがなかなかございませ

んので、例えば旧地域営農課で所掌しておられました中山間や農地・水

の関係で、一部補修とかいうことはできようと思いますけれども、全体

を事業を起こすとかいうことにはなりにくいかと思いますが、やっぱり

法人育成なり、そういった地域の担い手を有限なりでも起こすというこ

とを地域全体で考えていかなくては、何もこれから事業ができなくなる
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のではないかと思います。 

 お答えにならないかもしれませんが、そういうことでご理解をいただ

ける以外に、答弁のしようがございませんので、よろしくお願いします。 

○山本委員長  秋田委員。 

○秋 田 委 員  お答えづらいというのは重々わかっておりますけども、あとは法人

の育成であるとか、集落営農の推進であるとかというのは、こないだの

一般質問でちょっとさせていただいて、いろいろと国の流れとかも含め

てお伺いいたしておりますし、なかなか厳しい状況だというのはわかり

ますけども、やはり農業を考えたときには、しっかりと推進していただ

きたいということをお願いして、この質問は終わります。 

 それから、２点目の畜産振興事業についてお伺いいたしたいと思いま

す。 

 成果の136ページの成果について、畜産についての成果と課題につい

て掲げてありますし、また先ほど、課長の説明もいただいた中で、とり

わけ私がお伺いしたいのは、畜産農家、とりわけ酪農に関しては、ここ

にも書いておられますし、先ほどもご説明いただきました飼料の交渉で

あるとか、それから乳価ですか、価格の低迷も長いですね、酪農家の乳

価の据え置きっていうのは。そういった部分で、今後も外国の状況を踏

まえたときに、バイオ燃料の関係で飼料交渉は続くであろう、あるいは

逆の小麦等は入ってこなくなって、にしき堂のもみじ饅頭とか値上がり

がすべてするとかいうような状況にもなっておりますんで、今後ますま

す酪農家、和牛農家も含めて畜産農家は厳しい状況にあると思います。

何かの施策をしてあげるのが行政だと思いますけども、そうは申しまし

ても国もこれといった対策は考えてないし、当然、県がどうのこうのは

ないし、市としても難しい部分があります。そうした中で、ここに掲げ

ておられるのが、酪農家が和牛繁殖を取り入れた取り組みですね、18年

度４戸が複合経営ということをここに掲げていらっしゃいますけども、

市内の酪農家が26戸ですか、その中で４戸が取り組まれるんだと。とこ

ろが、私が思うのに、酪農家のえさもそうだし、俗に言う和牛農家です

か、えさは同じようにどっちも高いと思うんですね。なかなかそこのと

こで利益を生み出すための努力は、今まで以上なされたとしても、今の

現状では本当に難しいんじゃないかと思うんですね。だとしたら、何か

本当に酪農家あるいは畜産農家が、満足は無理ですけども、何かの手助

けになる施策はやはり考えていかなければいけないと思うんですね。そ

ういったところの考え方、ここの４戸が複合経営なされたということで

すが、残りの方なんかは今後どのように考えておられるか。あるいは執

行部としてどのように指導、指導というか相談等を含めて、どのように

考えておられるかをお伺いしたいと思います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大野農政課長。 

○大野農政課長  酪農家の現状につきまして、先ほどご報告を申し上げたとおりでござ
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います。トン当たり、１年間で１万1,500円飼料が上がってきておりま

すし、大半はアメリカからの輸入に頼ってきておりまして、これからま

だ上がるという予測と、私自身は前年対比30％ぐらいでこのままいくの

ではないかなという、私自身の思いを持っておるところです。牛乳の生

産量の５割は北海道が占めておりまして、2000年までは県ごとに乳価の

単価を決めておりました。しかし、2000年以降、複数の都道府県にまた

がって、広域の指定団体で単価を決定をするということで、現在１キロ

当たりの牛乳の単価の交渉が行われておりますが、北海道も含めたプー

ル単価になる可能性があるということで、飼料高等で酪農家の利益がか

なり下がってきております。 

 そこで市としては、今までは乳牛の頭数をふやして、乳を搾って牛乳

を生産をするということに力を入れてきて、余り草地に目を向けること

がなかったわけですけれども、頭数をふやすことが米と同じように生産

調整にあっておりまして、酪農家の乳牛の頭数をふやすことができませ

ん。したがって、むしろ頭数を減らして、その余力でもう一度草地に力

を入れていただいて、草地を活用してコストを下げてもらいたいという

ことと、比較的経営が安定しております和牛の繁殖を取り組んでもらい

たいということで、出産や保育等については、酪農家がなれておられま

す。したがって、和牛の繁殖、比較的経営が安定をしておりますし、雄

雌ともに高値で推移をいたしております。18年からこの事業を取り組ん

で、酪農家の所得の向上に努めているところでございます。 

 所得を上げるかコストを下げるかということでございまして、前段で

申し上げましたように、麦や大豆の畑がトウモロコシの畑に変わって、

さらにそのトウモロコシが自動車連盟とのとり合いになるということで、

まさかそんなことが起きようとは思ってもいなかったことですけれども、

麦もない、大豆もない、トウモロコシもないといった状況でございます

から、そこはそれぞれ今までお持ちになっていた酪農家の草地に目を向

けていただいて、頭数を減らして、その余力を草地の活用に力を入れて

いただいて、コストを下げて、所得を上げていただきたいと考えている

ところでございます。以上です。 

○山本委員長  秋田委員。 

○秋 田 委 員  草地の活用ということもありましたし、今質問したこととは別にな

るかもわかりませんけども、草地自体もかなり荒れ果てた部分があって、

いわゆる耕作放棄地がふえてる一つの要因でもあると思います。しかし、

それはそれとして、そこが牧草をつくらなかった理由としては、それは

酪農家個々の問題ではありましょうけども、労力的に無理な部分があっ

たとか、いろいろ事情があると思うんですね。それで取り組みとしては、

そういう草地の活用、和牛放牧ですか、県の事業もありますし、そうい

ったことを十分利用していくことは、もうその補助事業の活用という部

分で大変有効的だと思いますが、ただ、当の酪農家の方は本当にやって

みようという気になれるかどうかという部分が一つの課題であって、そ
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れは私が言うまでに、その酪農家の人が考えるべきことかもわかりませ

んが、こういう、要するにえさの交渉などの考えから思いますと、とて

もじゃないけども、なかなかみんな厳しいと思うんで、どうしてもそう

いったいろんな事業で補助はされていますけども、一番のネックはやっ

ぱり経営向上が一番なので、そういったところを考えて施策を、18年度

の状況を踏まえて考えていただきたいというのは、私の意見でございま

す。直接、決算と結びつくかどうかはわかりませんけども、ただこれは

大変重要なことだと思っておりますんで、そういった施策などの考え方

についてご答弁をいただきたいと思います。それで私の質問を終わりま

す。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大野農政課長。 

○大野農政課長  成果と課題のところでも述べておりますし、これほど急にトウモロコ

シのとり合いが起きようとは、私自身、また産業振興部、旧地域営農課

等思わなかったことでございまして、この急激な変化を受けて、経営向

上については、さらに部内で協議を重ねてまいりたいとは思いますが、

酪農家についてはそれぞれ青色申告をされておりまして、収支決算、つ

ぶさに決算をされておられるところでありまして、その中で、どれを抑

えてどれを上げていかなければならないかということは、それぞれ個々

の酪農家が理解をされていることでございます。補助事業を当てにする

とか、あるいは県や市の支援を待っていると、そういった状況ではなく

て、やはり情報を入手して、もちろん私どもがさまざまな情報を提供し、

先ほど申し上げた状況も流しながら、最終的な決断、判断は酪農家にお

任せしますが、市としては日本の農業を守るために、先ほど申し上げた

施策を昨年も高宮支所で会議を持たせていただいて、状況報告をする中、

４戸の方に取り組みをしていただいているということであります。経営

向上につきましては、引き続き努力をしてまいります。 

○山本委員長  続いて、質疑ありませんか。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  先ほどの小規模農業基盤整備事業に関係してお尋ねしますが、まず

農道の舗装についてでありますが、これもご承知のように、特に単県費

の補助等がだんだん縮小されて、しかも法人化とかそういった組織化が

条件にされてきたということですね。そういうことの中で、じゃあ、簡

単に法人化がどんどん進んでいくんかといいますと、決してそうでない

んですね。農業を取り巻く諸般の情勢が条件が好ましくないことから、

これも簡単ではありません。ならば、この農道舗装一つとってみまして

も、まだまだ未舗装のところがたくさんあります中で、これが農業経営

に大変不合理を招くというようなことで、そこが仮に関係する場所が稲

つくりなら稲つくりをやめるというようなことになりますと、虫食い状

態で農業の荒廃を招くんですね。 

 こういうことになってきますと、広島県の農政は特に全国的には悪い
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と言われてますが、前途に向かって農政が好転してくるということは、

とても望めないと思いますね。しますと、一定の見きわめをつけて、そ

こに対してどのようにしたら、舗装ができるんか、またそこの地域、地

帯を荒廃せずにいくことができるんかというのを、本当に真剣に考えて

いかないけんと思うんですね。しっかり考えてくださいとか、いろいろ

努力してくださいだけじゃあ、言葉だけに終わってしまいますので、私

は以前にも一般質問でも行いましたが、やっぱりほ場整備事業にしまし

ても、工区を区切って、工区をつくって、その工区の関係者が意思統一

をして、そして進めてきたのがほ場整備事業なんですね。それでやった

事業の中で、農道舗装は置き去りにされている面が出ておるわけです。 

 じゃあ、今までできているのは、どうしてできたのかといいますと、

例えば大きな道路へつながっとるとか、出たり入ったりのところが県道

へつながっとったり、地域の、今でいいますと市の道路へつながっとる

とか、そういった条件のあるところが優先的に実施されてきたんですね。

これを決めたのは、関係者の農家ではなくて、やっぱり行政が責任ある

立場からこれを進めてこられたということであって、何も行政におんぶ

にだっこいうんじゃありませんが、圃場整備そのものから始まって、農

道舗装まで、今日までのところは、行政が主導権を持って進めてきたと

いうことですね。それを悪いとかいうんじゃないですよ。それもいいこ

とです。 

 ただ、今日ここに至って、先ほどいいますような、助成が打ち切られ

るとか、いろいろある中で、捨て置かれるところが出ちゃいけんという

ことになりますと、私が思いますのに、以前からも主張してきましたが、

やっぱりこの一つの工区はみんなで決めてきた合意事業なんだというこ

とになりますと、またここで改めてその工区は吐き出しをしてでも、一

応舗装まではやっていくと、一つの工区の中の圃場条件は同じものにし

ていくと、こういうことは、今後の農業を維持していく、そこの場所の

農業を守っていくと、こういうことになると思うんですね。 

 最近私が見ておりますと、既にそういう合意、同意ができるところは、

農家の方が率先して、特に中山間交付金を利用したりなんかしてやって

おられるところもあるんですよね。ただ、問題なのは、どこの場所、ど

この工区においてもそれができるんかというと、なかなかそうでありま

せんね。いつかも言いましたように、わしらのところは早い段階ででき

とったけえよかったのうということにつながっとったり、そういう思い

になっとったら、するような場合もありまして、やはり私はここに至り

ますと、行政が指導されて、制度的なことも十分皆さん方に理解を得て、

やっぱりみんなの力で同一条件の圃場なり水路なり農道なりの整備を整

えていくと、こういうことがまた一面法人化を進めたら、農業経営の合

理化を進めていくということになってくると、こういうようなところが、

私はやっぱり行政が指導して進めていただく必要があると、このように

思うんですね。 
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 まだちょっと長々と説明的になりましたが、そういったことを今後取

り組んでいかれるかどうか、こういった考え方を持たれるかどうか、そ

このところをお伺いしたいと思います。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 暫時休憩します。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後１時２５分 休憩 

      午後１時２７分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  再開いたします。 

 答弁を求めます。 

 三上農林水産担当課長。 

○三上農政課担当課長  亀岡議員さんのご質問の関係でございますが、非常に建設的な意見を

述べていただきましたが、今、その状況にはまだ至ってないところもあ

りますが、各支所ごとに、特に美土里においては、改良区の中で路線、

各支所ごとにまだ舗装がしてないところ、たくさんございます。それで、

特に４町に多く、まだ、ある程度いっているのが八千代と向原ですが、

農道舗装で少しおくれているのがあとの４町でございます。そういった

状況の中で、特に美土里においては、土地改良区の中で支所の方へ、こ

の路線を優先してくれないかとかいうことで協議で上がってきておる状

況なので、それは工区単位とか地域単位とかでまとまっている状況であ

りますし、それでほかの支所につきましても、そういった形で取りまと

めをしていただいて、路線の優先度を決めていただき、要望を県の方へ

させていただいている状況でございます。 

 今言われますように、やっぱり地域では改良区等でできた、県営でで

きた農道もございますし、団体営等で地域で組合をつくってやられたと

こもございますので、改良区、それからそういった組合とか、それから

支所の担当課、農政課と一緒に、地域の中でどういった形をしていった

ら、農道舗装やここの水路が直すことができるか、ここのため池は直せ

ないかという協議をしてまいりたいと思います。それはどちらが主導と

いうことではなしに、何か方法、方策がない、これを直したいといって

相談はあっても、今の状況では法人がないとできないんですよという形

でだけしか戻しができておりませんので、地域へ入っていく形をとらせ

ていただければと思います。貴重なご意見いただきましたので、そうい

った形で支所や、改良区、組合との協議を進めてまいりたいと考えさせ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

○山本委員長  亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  ちょっと長くなりましたんで、もう少し申し上げたいことがあった

んですけども、ついでに申し上げておきますが、今言われましたように、

事業の性格によって、その補助対象とか、またできていることとか、で

きないこととか、いろいろありました。これは当然のことですね。問題



335 

は、負担の基本をもとに立ち返って、要するに圃場整備をすると決めた

時点ですね、そこに立ち返って、見ていくと、負担をですね。そうしま

すと、これまでにいろんな形で自己負担も見ながら、舗装をしておいで

のところもありますし、例えばウルグアイ・ラウンドによっていうこと

で、受益者負担が一つもなくてできているところもあるということで、

今日の状況があるわけですね。 

 ですから、それはさまざまに、今までやってきた経過を省みて、そこ

らの損得を調整して、自己負担を見ておられるところでは、それだけは

基本額は幾らになるが、そこだけは自己負担でやっとられるんで、それ

は省きましょうとか。利害の調整はできると思うんですよね。そこまで

やっていかないと、これからの地域農業を守っていくというのは、ただ

制度があるからないからいうだけじゃあ、私は乗り切れないと思うんで

すよね。一番大事なのは、農家の心を一つにしていく政策のやり方、利

害の調整をしていくと。これが今後の農政を進めていく上で一番私は大

事なんじゃないかと、このように思うわけですね。何もこれは行政の力

を得にゃいけんということじゃありませんけど、やっぱり行政がリード

して、指導して、農家を促していくと。そのことへの理解をしっかり求

めていくということがやっぱり行政の役割じゃないかと、このように思

うんですね。 

 以上のようなことでありますので、あえて答弁を求めるものではあり

ませんが、しっかりそういった点をひとつ研究もしていただきたいと、

このように考えております。以上です。 

○山本委員長  続いて、質疑ありませんか。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  主要施策の成果に関する説明書で３点、決算書において１点ほどお

伺いをいたします。 

 107ページの農業委員会の関係についてお尋ねをしてみます。 

 言うまでもなく、農地の売買、転用、流動については、農業委員会を

通さにゃどうしてもできんことになっております中で、非農家の市外の

方が面積をまとめて購入しておられて、いわゆるこの成果と課題にもあ

りますように、遊休農地の発生防止いうことを言うておられるんですね。

その中にもかかわらず、農業委員会を通して成立した農地が荒れとると。

目的があって買うておられることは間違いないんですがね、これが害虫

の発生を促すことになったり、地域の景観を非常に阻害しておるという

状況が見られるいうことを思うんですね。ここらあたりの指導は、農業

委員会がどこまでもせにゃならないことありませんが、目的があって買

われたものなら、その目的を達成してもらうように、そしてこんなこと

言や怒られるかもわかりませんが、原則として農業振興地であれば、や

はり本人が売りたいという希望があるものが出た場合には、所の者へ、

所の農業をやっていこうという意欲のある者が持つべきものじゃあない

かというふうに私は分析するんですね。こういうことを言やあ怒られる
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かわかりませんが。いわゆる乱発、害虫の巣にならんようにしっかりと、

本人が管理することが一番なんですが、そういったことを啓蒙もしても

らわにゃあかんと思うわけであります。 

 それと、124ページの中山間地域等直接支払事業があるわけでありま

す。この事業は、今、７年で２期目に入っただけでありますが、言うま

でもなく、この事業があることにおいて中山間地の農地が守られてると

いうふうに思うんですね。そして、今後も２期で切れても、３期目をや

っぱり計画してもらっていかなくては、中山間地の農地は守られないと

いうふうに私は確信しておるんですね。 

 そういった中で、80数％の加入があるいうことは、非常にいいことで

ありまして、いい指導しておられるように思うわけでありますが、ご承

知のように、ことしの５月に不在地主の方で、美土里町におられる方か

ら、担当部の部長さんあるいは議長さん、そして各会派の会長に、同時

に美土里町の地元の議員に文書が来たんですね。そのことがあった中で、

その集落には、２期の２年間を交付金を受けてやっておられたんですね。

ところが、３年目に入って、こういった事情が発生したことにおきまし

て、今回、２年交付しておられたのを返還されて、この事業をもう取り

やめられとるんですね、２年間は、過去２年間はね。そういったことが

あっていいんか悪いかいうことを思うわけですね。あっちゃならんこと

と思うんですね、これは。 

 そうした中で、これいろいろな問題も私も知っておりますが、金銭的

な問題もありましょう、個人的なね。そして、感情というのが先に立っ

て、この集落は結局取りやめたということに私は分析しとるんですね。

そこで、どっちもが行政へ相談をされとるんですね。 

○山本委員長  杉原委員、もうちょっと端的に、決算に係る部分を。 

○杉 原 委 員  それで言うんですよ。それで、この事業が推進していかれよること

が破棄されたわけですけえ、やめられたですね。そこらを行政としては、

どっちへもこの事業が続いていくことを、言われてはおるんだろうと思

うんですが、こういったことが起こったことが非常に残念であると思う

んですね。だけえ、やっていこうとしとる集落のものも、一つは希望が

抜けたような思いもされておるんじゃないか思うとね、そこらあたりの

指導力がもっと要るんじゃなかろうかいうことを思います。 

 それで３点目は、ですから、美土里町の北地区の直接支払い制度の事

業をしていっておられたのがやめていかれたいうことについて、いろい

ろ相談があった中で、その指導力が欠けとるんじゃないかということを

言うわけです。 

 それと、畜産振興が135ページに上げてありますが、家畜人工授精師

活動助成金が81万2,000円ですか、これが上げてあります中で、今、安

芸高田市内に何人の授精師がおって、人工授精所を構えておられるのが

何軒あるかいうことを把握しておられますか。 

 それと、何人へこの補助金を出して振興を図っておられるのか、お尋
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ねをします。 

 それと４点目が、中小企業資金貸付金の滞納がありますね。これ、ど

ういう状況であるか、どういう指導しておられるか、お尋ねします。 

 以上、４点、お尋ねします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 藤井農業委員会事務局長。 

○藤井農業委員会事務局長  杉原議員さんのご質疑でございますが、非農家の市外の方が農地を購

入されて、そこを耕作しないで、病害虫の発生とか景観を悪くしている

ということですが、農地の取得といいますのは、農地法の３条の許可が

要るわけです。当然、市外の方が取得する場合には、県知事許可でござ

います。 

 議員さんがおっしゃる場所が農地となっている、現在というようなお

話でございますが、農地、耕作するために農地として取得されたのか、

それとも農地法の５条で農地の取得と転用を合わせた、転用目的の農地

取得かというのは、ちょっと状況が判断できませんが、どちらにしろ、

昨年、農業委員会としましても、遊休農地対策ということで、現地、市

内全部、担当を６地区に分かれまして、農業委員会さんに現地パトロー

ルしていただきまして、その現地調査に基づきまして文書を出し、草刈

りの管理等、またよくお願いしているわけでございます。そのうち、不

在地主さんが３分の１ぐらいございまして、大変、市内の方は文書を差

し上げますと、草刈り等はやっていただくわけですが、市外の方はなか

なか文書だけでお願いしても、実際に草刈り等をやっていただいてない

のが現実でございます。 

 そのことにつきましては、いろいろと農業委員会の方でどうすればよ

いかということを現在、検討しているわけですが、ご指摘のありました、

先ほどの遊休農地でございますが、担当委員さんと現地調査をいたしま

して、この所有者の方に農地として管理されるのは、当然農地として耕

作していただくように、転用される場合は、早期に転用をしてもらうよ

うに指導をいたします。以上でございます。 

○山本委員長  大野農政課長。 

○大野農政課長  中山間の直接支払事業について３期対策が継続をするかどうかという

件をご質疑をいただきました。高宮の田園パラッツォで当時、農水省の

この中山間の直接支払いの審議委員をされている東大の教授に来ていた

だいて、講演会を持ったところでございます。その中では、３期対策も

継続をするとお話をいただきました。しかし、２期対策がより積極的な

地域づくりに対して交付金が出たように、３期対策については、継続は

なされてもより厳しい状況で継続がなされるのかというふうに考えてい

るところでございます。 

 次に、これに関連しまして、美土里町北地区で発生をした第２期対策

の交付金の返還についてご質疑を賜りました。行政の指導力がどうだっ

たのかというご質疑でございます。 
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 これに対しましては、何度も会議を開催をしましたし、私ども、支所

と連携をして、地域にも出てまいり、集落での会議にも同席をさせてい

ただいたところでございます。この事業の要件について、行政が手助け

をする部分は精いっぱいさせていただきました。しかし、最終的に議員

が申されましたように、この問題は個人的な感情のもつれということで

ございます。そこに行政がどれだけ立ち入ることができるのかというこ

とになってまいりまして、残念ながら、先ほど申し述べていただいたと

おりの結果になりました。精いっぱいの指導をしたところでございます。 

 ３点目としまして、135ページの和牛振興事業の関連で、家畜人工授

精師への活動補助金81万2,000円の件のご質疑を賜りました。 

 ２人の方に交付をいたしております。人工授精師の資格をお持ちの方

が何人かという質疑でございます。酪農家のほとんどの方が人工授精師

の免許をお持ちでございます。安芸高田市としましては、この交付金を

交付するのに、まず人工授精師協会に加入をされている方を補助対象と

いたしました。安芸高田市の人工授精師協会に加入をされている方は５

名でございます。そのうちのお二方に交付をいたしたものです。以上で

ございます。 

○山本委員長  久保商工観光課長。 

○久保商工観光課長  お尋ねをいただきました中小企業の貸付金の状況でございますが、２

件のうち１件につきましては、破産をしておられますので、しかるべき

措置をしてまいりたいというふうに思っております。それから、もう１

件につきましては、分納誓約はいただいておりますが、なかなか生活の

方も厳しいようではございますが、引き続き納付していただくように努

力をしてまいります。以上でございます。 

○山本委員長  よろしいですか。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  農業委員会の答弁は、今後、指導していくということを言われまし

たので、時期がおくれんようにきちっとしてもらうように指導してもら

いたい思います。 

 それと、中山間地域等直接支払制度の北の件でありますが、いろいろ

とご苦労はされておるのも私も知っておるんですが、もうちょっとはっ

きりと、早い話が、不在地主がこれをね、意見を入れて、これが取りや

めにせにゃいけんようになったいうようなことがあってはならん思うん

ですよ。これの指導もしっかりね、ただそうは言われてもこうだという

のはしっかりないといけんものですね。これらがちょっと足らんかった

かないう思いが私はしております。今後、そういったことをちゃんとし

てもらいたい思います。 

 それと、家畜人工授精師の補助金ですが、これはどのような効果が出

ておりますか。費用対効果にどの辺の効果が出とるいうことを、きちっ

と数字で示してもらやーええ思うんですよ。それ、今でなくていいです。

それで、効果がどのぐらい出とるいうことは、わかれば言うてもらえば。 
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○山本委員長  大野農政課長。 

○大野農政課長  中山間の直接支払事業について、再度ご質疑をいただきました。 

 １期対策がスムーズに５年間終わって、２期対策においてこういった

問題が起きたということでございまして、産業建設常任委員会でも私申

し述べましたように、まさかこんなことになろうとは思ってもみなかっ

たことでございます。１期対策であれば、もちろん地域に出ていって、

初めての事業でありますから、地域と連携をとりながら進めてきておる

ものでございまして、そこが５カ年が終わって、２期対策において、今

回のような件が起きたということで、ご指摘のように、行政としての指

導力を問われましたけれども、このことについては、まだ２期対策、今

年で３年目でございまして、あと20、21と、さらに３期対策が続くとい

うことになれば、今回のことはないように、私どもとしても努めてまい

りたいと考えます。 

 それから、和牛振興の関係、この件につきましては、この５月の産業

建設常任委員会でも時間を割いてご答弁をさせていただきました。どれ

だけの効果が上がってきたのか、数字で示せということでございます。

具体的には、和牛の頭数の減少が緩やかな減少にとどまっているという

ことを、数字で示すとすれば、パーセンテージあるいは頭数ということ

になれば、時間をいただきたいと思います。いずれにしても減少はして

おりますが、幸いに地域にこういった人工授精師の方がおられることに

よって、減少はしておりますが、県、全国の平均に比べて、安芸高田市

の場合、他の事業の補助制度とも関連がございますが、緩やかな減少に

なっているということで、答弁とさせていただきます。 

○山本委員長  杉原委員、質疑されていますが、今の中山間に係る部分では、本体の

決算に係る部分が乏しいと思いますので、それ以外の質疑を受けます。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  畜産振興の授精師の助成について、この補助金を出したために、頭

数が緩やかな減少だということは値しませんよ。これは現場を私も知っ

とりますが。そんなことは答弁ならんもんですね。問題は、この補助金

を出されて、農家へ、受益者は農家ですけえね。それで、その農家にど

れだけのメリットがあったかいうことを私は問うとるんです。 

 それと、５名の協会へ入った授精子を構えたものが、協会はどうか知

りませんけど、授精子を構えた者は皆営業しよるんですよ。営業しよっ

て、持っとる頭数はいろいろありますが、あの２人以外者が100頭以上

持っとる者おりますし、50頭持っとる者おるし、80頭を引き受けてやり

ようるものもおるんですよね。それで、３人は出さずに、２人へ出して

やるということはね、どういうわけかということを質問しとったわけで

す。どれだけの同じで振興しよったですよ。畜産振興にかけては、同じ

ことをやってるんです。 

○山本委員長  大野農政課長。 

○大野農政課長  人工授精師がおられて、この補助金を交付したことによって、農家と
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しては、身近にいつでも人工授精師に頼めば、発情の適期に種つけがで

きて、発情の周期が短くなり、そのことがひいては頭数の減を緩やかに

してきたということを申し上げたところです。 

 それから、５名の市の協会に加入をされている方を、まずは市として

は交付をする基準にしようということで、協会に加入をされ、協会員と

して会費を納められ、活動をされている方に基準に交付金を出したとい

うことでございます。残り３人の方は協会に加入をされていても、酪農

家であったり、自分の家の牛中心に種つけをされたりといったことで、

お二方がいわば合併前から、旧町時代から交付を受けておられた方であ

って、合併前のそれぞれの町の思いを尊重させていただき、交付をさせ

ていただいてきたということです。17年については３名おられましたが、

18年についてはお二方でございます。以上です。 

○山本委員長  杉原委員。 

○杉 原 委 員  今の答弁が、私は的確じゃない思うんですね。３名おられて、１人

はやめていかれたんですね。これはわかります。それで、今、２名おら

れるんが、今の発情を適期にいつでも来て、やってもらえるについてで

すが、この２名は非常勤公務員と、それで今度、１人は勤めをしとって

んですね。勤めに出とる時間は来れないと思うんですよ。これも意味が

ないものです。あと３名は、合併前の中でこの２名をずっと続いてやっ

とるんだ言われるが、年々物事は見直しをせにゃいけんのじゃありませ

んか、現場を見て。それはおかしいと思います。それでやっぱり、あと

の３名の方も、今２名、補助金交付しておられる以上に現場を守りよっ

てですよ。見えませんかな、それが。私は見えとったじゃろう思うんで

すよ。これ、私はなんですよ、18年の予算を組んで、むだにするのを組

んでおっても執行しなさんなと言ったこともあるんですよ。にもかかわ

らず執行しとられるんで、堀り込んだ話をするんですよ。 

○山本委員長  杉原委員、質疑が大体同じことが繰り返されてるんですが、それで、

大野農政課長、それ以上の答弁があるならばあれですが、どうでしょう

か。 

 答弁を求めます。 

○大野農政課長  18年予算の採決において、この件で反対討論があったり、あるいは一

般質問等があったり、そういった状況ではなくて、予算は慎重審議の中

で可決をしていただきました。年度中途において、先ほどおっしゃって

いただいたような、執行するなというご意見も賜りました。旧地域営農

課としては、この人工授精師の補助制度をどうするかということで、課

内会議も重ね、産業振興部でも議論をしてきたところです。とりわけ、

補助金の答申等の中にも、この事業については継続という答申をいただ

いておりましたが、そうはいっても議会議員さん、元改良組合の会長さ

んのご意見でございますので、継続という答申もいただきましたが、18

年で打ち切って、19年では予算計上をいたしておりません。可決をして

いただいた予算につきましては、私どもとしてはできるだけ早く効力を
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出すべく執行するのが私どもの役割というふうに思いまして、年度中途

でそういったご意見も賜りましたが、18年度については、実績に上げて

いるように実行したものでございます。 

 それから、事業は年々変わってきておりまして、時代も変わってくる

という状況の中で、この事業については見直すべきではないかというこ

とも今、ご質疑をいただいたわけですが、昨年の秋、それからことしの

５月等で、この件については時間をとって答弁をさせていただきました。

今回の19年の農地・水・環境保全等についても、予算を上げるというこ

とは課内で十分協議をして、いわば腹をかけて予算を上げたものでござ

います。可決をしていただいて、年度中途でご意見を賜ったから、じゃ

あ、やめると、そういうことではなくて、18年度については執行して、

成果、課題を申し述べているところでございます。19年度については、

先ほど申し上げたとおりでございます。答弁終わります。 

○山本委員長  ここで、質疑中でございますが、14時15分まで休憩といたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時００分 休憩 

      午後２時１５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○山本委員長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 質疑ありますか。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  人工授精師の助成については、何遍答弁もろうても、理解のいく答

弁でないんですね。これもありきたりの旧態依然の、合併前からやって

いたのでやったというだけのものだ思うんですね。来年からは改めると。

予算書にも上げてなかったのも私も見て知っておりますが、そういう中

で、このあとの３人が、私が心配することは、こういうことではわしら

承知いかんということが起こったときのことをただ心配するだけです。

何ぼ問うても同じようなことしか戻ってきませんのでね、これ以上のこ

とは言いません。 

 それと、中小企業の資金の貸し付けですが、破産と経営不振と言われ

るんですね。ようわかります。貸し付けしなさるときに、これは発展し

ていくものであるかないか、このものが本当に起爆剤になっていくのか

というところをよく審査して、それからぴしゃっとやらないといけない

と思います。以上です。 

○山本委員長  商工観光課長、久保さん、答弁求めます。 

○久保商工観光課長  ご意見でございますが、今新たに貸し付けというのはございませんで、

旧町から持って入ったものでございますので、そこのところはご理解を

いただきたいと思います。 

○山本委員長  ほかに質疑ありますか。 

 金行委員。 

○金 行 委 員  大枠２点お聞きします。 
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 成果に関する説明書の117ページ、有害鳥獣の件ですが、イノシシ、

シカ、我が市にとっても非常に邪魔になるいうたら、愛護をされる方々

に非常におしかりを受けるかもしれませんが、これは18年度、イノシシ

752頭、シカ1,329頭と実績が載っておりますが、これは何頭以上とって

はいけん、何頭までいいということがあるんでしょうか。 

 あの１点と、もう１点、柵の分で補助金も年々多額のお金を使ってい

ますけど、この柵だと、我が地域には来んが、よその地域は行くいうこ

とで、ほかに方法はないものでしょうか。それを抱え込むとか、そうい

うものがあれば、まず、その２点をお聞きします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 三上農林水産担当課長。 

○三上農政課担当課長  金行議員さんのご質問の関係でございます。 

 捕獲頭数につきましては、イノシシ752、シカ1,329とあります。何ぼ

とってもよいということにはなりにくいですが、前年度の末、３月の下

旬ごろですが、有害鳥獣対策協議会の中で、捕獲頭数の計画を決めてま

いります。18年度の計画頭数では、イノシシが1,060、シカが1,340まで

ということで、各旧町単位での捕獲班からの計画を持ち込んでいただき

まして、それを足したものがそういった数字でございまして、それぞれ

のところで上がってきてものがこういった状況で、捕獲をしていただい

ておりますが、特に毎年、シカがだんだん北部へ上がってきていまして、

だんだんふえております。そういった状況でございますので、まだ頑張

っていただいて、とっていただくことは可能ではございます。それなん

ですが、よく捕獲班の方からも言われますが、わしらも毎年１つずつ年

をとるんでのうという話はございますので、いろいろ捕獲班の方へのご

協力とか、もう地域の方でできることの範囲ですが、それでもわなをか

けるとか云々とかになりませんけれども、通報を事前にしていただくな

ど協力をしていただければと考えておりますが。 

○金 行 委 員  柵については・・・。 

○山本委員長  大野農政課長。 

○大野農政課長  134ページの農地保全対策事業の中の、有害鳥獣被害から農作物を守

るために防護柵の設置補助を行いました。今まで２戸以上の共同設置も

対象としていましたが、それはやはり効果が薄いということで、集落で

の取り組みを進めてきたところです。集落での取り組みの場合は、２分

の１の補助、上限が100万ということで、効果も上がりますし、補助割

合も高いということで、より効果が上がる方法として、集落で話し合っ

ていただいて、地域づくりも含めて、農地の保全も図るという意味から、

集落で取り組んでいただいて、この話し合いをすることが非常に重要で

ございまして、それを推進をしてきているところです。 

○山本委員長  金行委員。 

○金 行 委 員  それでいいんですが、私が言ったのは、地域もその話ししてええこ

と、２戸が地域になっていると。その次の段階で、地域で今度は柵をつ
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くって、よその地域に行かない方法があるのかないのか聞いたところ、

考えられていて、また何かの機会に、アイデアとかよその地域そういう

ことがあってね、柵を出してやってるとか、そこへ追い込んで、そこで

逆に飼うとかいうことを、ああいう勉強をしましょうということで、ま

あよろしゅうございます。 

 それでもう１点、130ページの技術者指導設置事業費ですが、これは

18年度の目玉として新しいスタートでやられまして、成果の報告で、新

年度においてもこれを引き続きやるとか、実践講座新たなメニューを加

え、新規就農者の確保を図ると締めておられます。この考えは、もう少

し、今後の考えからここの成果はすぐ出ないものですが、これは、言葉、

素人じゃないので、ある程度の前向きにやろう、農業をやろう、そうい

う勉強しようということでやっておられるんですよね。そこらをちょっ

とご説明をお願いします。 

○山本委員長  答弁を求めます。 

 大野農政課長。 

○大野農政課長  農業技術指導員の設置事業でございます。131ページに成果と課題で

も載せていますように、幸いに、若い独身の方がこの就農塾へ入ってい

ただきまして、19年は新たにトマトを作付をされて、先般農業新聞にも

載ったところです。若い方が新規に農業に携わっていただくということ

で、就農塾の卒業生ではありませんが、今年度もまだステップ講座に入

っていただいておりますが、市としては何人かプロの農業者に出ていた

だきたいということで、この就農塾を始めたところでございます。その

中では、とりわけ県のＯＢであります農業技術指導員の指導力に頼って

いるところでございまして、新規に農業新聞にも取り上げられる就農者

が出てきた、卒業生ではありませんが、塾生の中からそういった方が出

てきていただいたということは、大きな成果であると思っております。 

○山本委員長  金行委員。 

○金 行 委 員  今、大野課長が答弁なさったように、やっぱりこれですよね。こう

いう施策であっても、こういう結果、こういうふうに我々や市がむかう

ということで、非常にいいことでございますので、答弁は要りませんが、

引き続き地に足をおろし、このことを続けてやってもらうように要望し

まして、終わります。 

○山本委員長  ほかに質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

 質疑がないようでありますので、質疑を終了いたします。これをもっ

て質疑を終了いたします。 

 以上で本日の日程を終了いたし、散会いたします。 

 次回は、10月９日午前10時に再開いたします。 

 ご苦労さまでした。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時２５分 散会 


